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児童養護施設における家族支援と家庭支援専門相談員の新たな役割
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　 　 1 ）施設内交流（スタッフも参画）
　 　 2 ）施設から外出（外食など・スタッフも参画）
　 　 3 ）施設から親子だけで外出
　 　 4 ）自宅に 1 泊程度の宿泊



































































の協議会への参画， 4 ．施設職員への助言・指導及び処遇会議への出席， 5 ．児童相談所
等関係機関との連絡・調整等を行うこと」とされている。このような業務を施設内で 1
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1 ） 秋山智久「養護施設におけるファミリー・ケースワーク」『季刊児童養護　第 6 巻第 2 号』
全国社会福祉協議会養護施設協議会，1974年。藤本曻「施設養護の技術と方法」大谷嘉朗，
吉沢英子監修『養護の理論と実際―養護内容を中心として―』相川書房，1975年，大谷嘉
朗『保育原理Ⅱ改訂保育養成講座第10巻』全国社会福祉協議会，1976年等がある。
2 ） 家庭復帰とは，子どもと家族が一つ屋根の下で一緒に暮らすことを意味するのに対し，家
族再統合とは，子どもと家族の関係性の修復を意味するもので，必ずしも一つ屋根の下で
暮らすことだけを意味しない事象として，用語の使い分けを行った。
